
広 報

川 

越
№1294

平成25年5月10日

（毎月10日・25日発行）

市民の森第8号（大袋。関連記事は裏表紙） 川越市シンボルマーク

川越市マスコットキャラクター
「ときも」

川越百景 決まりました：2～3
大人の風しん予防接種費用の一部を助成します：4
　　ご存知ですか？「ゾーン30」：7
●「社協だより」が折り込まれています。
＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。

Ｚひと　まち
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子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

1 旧志義町の町並み 仲町

2 川越商工会議所 仲町

3 大正浪漫夢通り 連雀町・仲町

4 喜多院の西界隈 西小仙波町1丁目

5 松江町の教会 松江町2丁目

6 西武新宿線特急小江戸号 新富町1丁目ほか

7
富士見町の
川越街道ケヤキ並木

富士見町

8 蓮馨寺とその界隈 連雀町

9 旧川越織物市場 松江町2丁目

10 永島家と七曲り 三久保町

11 浮島神社 久保町

12 お不動さまと蚤の市 久保町

13 喜多院 小仙波町1丁目

14 仙波東照宮 小仙波町1丁目

15 中院の四季 小仙波町5丁目

16 仙波氷川神社と富士見橋 仙波町4丁目

17 仙波河岸史跡公園と愛宕神社 仙波町4丁目ほか

18 初山と浅間神社 富士見町

19 三変稲荷神社古墳 小仙波町4丁目

20 仙波氏館跡と新河岸川 仙波3丁目と大仙波周辺

21
川越女子高校の桜並木と
六軒町のカトリック川越教会

六軒町1丁目

22 出世稲荷神社の大イチョウ 松江町1丁目

23 八幡神社と年中行事 南通町

24 小江戸蔵里 新富町1丁目

25 旧六軒町郵便局とその界隈 田町ほか

26 蔵造りの町並み 幸町ほか

27 札の辻界隈 元町1丁目ほか

28
旧八十五銀行本店本館
（埼玉りそな銀行川越支店）

幸町

29 時の鐘 幸町
30 広済寺と喜多町 喜多町
31 菓子屋横丁 元町2丁目

32 寺町通りとその界隈 末広町2丁目ほか

33 川越城跡 郭町2丁目

34 川越市立博物館と美術館 郭町2丁目

35 川越氷川神社 宮下町2丁目

36 川越まつり 幸町ほか

37 東明寺、河越夜戦跡と門前 志多町

38 新河岸川（田谷堰から宮下橋にかけて）氷川町ほか

39 ヤオコー川越美術館 氷川町

40
旧赤間川の光景（田谷堰から赤間
川公園にかけて）

宮元町から
末広町3丁目にかけて

41 川越高校のくすのき 郭町2丁目

42 石原のささら獅子舞、観音寺と本応寺 石原町1丁目

43 川越の料亭群 幸町ほか

44 川越の昭和モダン　太陽軒 元町1丁目ほか

45 江戸道の起点、百丈と旧江戸町 元町1丁目ほか

46 レトロバスの走る風景 幸町ほか

47 栄林寺のしだれ桜 末広町1丁目

48 中成堂歯科医院 幸町

49 旧山崎家別邸 松江町2丁目

50 小ケ谷のさくら堤と田面澤 小ケ谷

川
越
百
景

　
　
　
決
ま
り
ま
し
た

都
市
景
観
課
L
2
2
4
︲
5
9
6
1

11

44

66

2424 884040

　

平
成
4
年
度
に
、市
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
て
選
定
さ
れ
た「
川
越
景
観
百
選
」。

選
定
か
ら
20
年
が
経
過
し	
、
当
時
の
景
観
が
守
ら
れ
育
ま
れ
て
き
た
も
の
も
あ
れ

ば
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
変
化
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
し
く
生
ま
れ

た
良
好
な
景
観
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
の
景
観
の
中
か
ら
新
た
に

百
の
景
観
を
選
定
し「
川
越
百
景
」
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
制
施
行
90
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
昨
年

4
月
か
ら
12
月
ま
で
募
集
を
行
い
、
応
募
総
数

は
2
9
6
件
。
た
く
さ
ん
の
応
募
の
中
か
ら
、

各
専
門
分
野
の
有
識
者
や
市
民
団
体
の
代
表
で

構
成
さ
れ
た
選
定
委
員
会
が
選
考
を
行
い
、
地

域
の
特
色
を
表
し
て
い
た
り
、
人
々
か
ら
親
し

ま
れ
て
い
る
も
の
が
「
川
越
百
景
」
と
し
て
選

ば
れ
ま
し
た
。
川
越
百
景
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
街
歩
き
マ

ッ
プ
や
小
冊
子
な
ど
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。
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51 烏頭坂と熊野神社 岸町2丁目

52 クレアモール 新富町1丁目から脇田町

53 新宿氷川神社（雀の森） 新宿町1丁目

54 伊佐沼 伊佐沼

55 笹原門樋のある光景 鴨田

56 菅間緑地と水田地帯 菅間

57 舟塚 上老袋

58 芳野台のハナミズキ並木 芳野台

59 灌頂院 古谷本郷

60 古尾谷八幡神社とほろ祭 古谷本郷

61
入間川と荒川の合流点
（上江橋から荒川鉄橋にかけて）

古谷上

62 下老袋の氷川神社と古谷地区の水塚 下老袋を中心とした古谷地区

63 小中居神明神社 小中居
64 古谷から南古谷に広がる田園風景 古谷から南古谷地区
65 東邦音大記念堂 今泉

66 蓮光寺 渋井

67
荒川や入間川が作り出した自然
びん沼、萱沼、はいだわら

中老袋から
萱沼にかけて

68 奥貫家の長屋門 久下戸

69 並木の大クス 並木

70 久下戸氷川神社 久下戸

71 新河岸の河岸場跡周辺 下新河岸ほか

72 寺尾の日枝神社 寺尾

73 寺尾調整池 寺尾

74 福原の雑木林 砂新田ほか

75 福原　下赤坂の集落周辺 下赤坂ほか

76 今福の明見院としだれ桜 今福

77 砂久保の集落と稲荷社 砂久保

78 川越水上公園と池辺公園 池辺
79 山王塚 大塚1丁目
80 西福寺と餅つき踊り 南大塚

81 小江戸川越マラソン 池辺ほか

82 豊田本の集落－薬師堂と善長寺 豊田本

83 川越狭山工業団地 南台1丁目ほか

84 御伊勢塚公園と小畔水鳥の郷公園 伊勢原町3丁目ほか

85 尾崎神社 笠幡

86 小畔川左岸の笠幡地区 笠幡

87 延命寺とその界隈 笠幡

88 安比奈親水公園 安比奈新田

89 霞ヶ関カンツリー倶楽部 笠幡

90 こもれびの道のある東洋大学キャンパスと鎌倉街道 鯨井

91 河越氏館跡と常楽寺 上戸

92 上戸日枝神社と桜 上戸

93 鈴木園 上戸

94 小堤の八幡神社とふるさとの森 小堤

95 下小坂の大けやき 下小坂

96 入間川の土手風景（平塚橋から入間大橋にかけて） 平塚から下老袋

97 福田の獅子舞－赤城神社と星行院 福田

98 藤宮神社と筒がゆ神事 石田

99 寺山用水沿いの田園風景 山田ほか

100 八咫神社と上寺山の獅子舞 上寺山

川越百景 テーマ

「あなたが選ぶ　みんなの景観」

　

身
の
回
り
の
景
観
を
ち

ょ
っ
と
意
識
し
て
み
る
と
、

普
段
と
違
う
景
色
が
見
え

て
く
る
こ
と
も
。
選
定
さ

れ
た
も
の
以
外
に
も
、
た

く
さ
ん
の
素
敵
な
景
観
と

の
出
会
い
が
待
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
自
身
の「
川
越
百
景
」
を

探
し
に
出
掛
け
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

3939

4242

7878 7070

9393

58589898 8282 7373

9090

29298989
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子
育
て
情
報
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施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
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小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

い
て
、
被
災
状
況
に
よ
り
固
定
資
産
税
の

減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

消
防
局
予
防
課
が
発
行
す
る
「
り
災
証
明

書
」
を
持
参
し
、
資
産
税
課（
本
庁
舎
2
階
）

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
り
災
証
明
書
が

発
行
可
能
か
事
前
に
消
防
局
予
防
課

L
2
2
2
︲
0
7
4
4
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。障

害
者
の
軽
自
動
車
税
を
減
免

市
民
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
3
7

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
持
つ
方
の
う
ち
、
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
場
合
は
軽
自
動
車
税
が
減
免
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
手
帳
を
持
つ
方

と
生
計
を
同
一
に
す
る
方
が
所
有
す
る
車

を
、
手
帳
を
持
つ
方
の
た
め
に
運
転
す
る

場
合
も
減
免
の
対
象
で
す
。

　

減
免
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
昨
年
に

引
き
続
き
減
免
の
申
請
を
す
る
方
は
、
郵

送
で
の
申
請
が
可
能
で
す
。

申�

請
…
5
月
24
日
㈮
ま
で
に
市
民
税
課

（
本
庁
舎
2
階
）

必�

要
書
類
…
平
成
25
年
度
軽
自
動
車
税
納

税
通
知
書
▼
運
転
免
許
証
▼
各
手
帳

大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

健
康
づ
く
り
支
援
課

L
2
2
9
︲
4
1
2
3

　

風
し
ん
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
免
疫
の

な
い
女
性
が
妊
娠
中
に
感
染
す
る
と
、
胎

児
が
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
と
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
産
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん

を
守
る
た
め
に
、
妊
娠
を
予
定
・
希
望
し

て
い
る
女
性
や
そ
の
周
囲
の
人
は
、
予
防

接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
申
請
に
は
、
領
収
書
な
ど
が
必
要
で

す
。
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
5
月
25

日
発
行
の
広
報
川
越
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

対�

象
…
接
種
日
現
在
、
市
に
住
民
登
録
が

あ
る
方
で
、
女
性
は
妊
娠
を
予
定
ま
た

は
希
望
し
て
い
る
19
～
49
歳
、
男
性
は

妊
娠
を
し
て
い
る
女
性
の
夫（
内
縁
を

含
む
）で
19
歳
以
上

助�

成
対
象
期
間
…
接
種
日
が
5
月
10
日
～

12
月
31
日

助�

成
額
…
3
0
0
0
円

尾
瀬
直
行
バ
ス
運
行
開
始

交
通
政
策
課
L
2
2
4
︲
5
5
1
9

　

5
月
24
日
㈮
、
川
越
駅
西
口
か
ら
尾
瀬

直
行
の
高
速
バ
ス
が
運
行
を
開
始
し
ま

す
。
尾
瀬
の
玄
関
口
ま
で
乗
り
換
え
な
し

で
直
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
乗
車

券
は
事
前
に
購
入
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
関
越
交
通
㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

尾
瀬
号
案
内
セ
ン
タ
ー
L
0
1
2
0
‐

5 

3
‐
0
2
1
5
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

運�

行
期
間
…
5
月
24
日
㈮
往
路
発
～
10
月

20
日
㈰
復
路
着

発
着
場
所
…
川
越
駅
西
口
7
番
の
り
ば

運�

行
時
刻
…
往
路
＝
午
後
11
時
30
分
・
川

越
駅
西
口
発
→
翌
日
午
前
3
時
25
分
・

尾
瀬
戸
倉
着
→
午
前
3
時
35
分
・
大
清

水
着
▼
復
路
＝
午
後
2
時
30
分
・
大
清

水
発
→
午
後
2
時
40
分
・
尾
瀬
戸
倉
発

→
午
後
5
時
30
分
・
川
越
駅
西
口
着

運�

賃
…
片
道
3
4
0
0
円
▼
往
復

6
4
0
0
円

川
越
駅
西
口
乗
り
入
れ
を
記
念
し
て
川
越

駅
西
口
発
着
往
復
乗
車
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

抽
選
で
5
組
10
名
に
乗
車
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
当
選
者
の
発
表
は
、
賞
品
の
発
送

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申�

し
込
み
…
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

5
月
31
日
㈮（
消
印
有
効
）ま
で
に
〒

3
7
7
‐
0
0
0
2
群
馬
県
渋
川
市

中
村
字
中
島
6
0
8
‐
1
・
関
越
交

通
㈱「
尾
瀬
号
プ
レ
ゼ
ン
ト
」係

固
定
資
産
税
の
減
免

資
産
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
4
2

　

火
災
な
ど
で
損
害
を
受
け
た
家
屋
に
つ

通
知
書
な
ど
を
発
送
し
ま
し
た

名
称

対
象

発
送
日

問
い
合
わ
せ

軽
自
動
車
税
納
税
通

知
書
兼
領
収
証
書

平
成
25
年
4
月
1
日
現
在
、
原
動

機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
ま
た
は
2
輪
の
小
型

自
動
車
の
所
有
者

5
月
10
日

市
民
税
課

L
2
2
4
︲
5
6
3
7

固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
納
税
通
知
書

固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
）の
所
有
者

5
月
10
日

資
産
税
課

L
2
2
4
︲
5
6
4
2

市
税
納
期
の
お
知
ら
せ

名
称

納
期
限

問
い
合
わ
せ

軽
自
動
車
税

5
月
31
日

収
税
課

L
2
2
4
︲
5
6
8
6

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（
第
1
期
）

●
コ
ン
ビ
ニ
で
税
金
の
納
付
が
で
き
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

収
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
8
6

　

個
人
市
・
県
民
税（
普
通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
ま
す
。

コ�

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
取
り
扱
い
で
き
な
い
納
付
書
…
取
扱
期
限
を
過
ぎ
た
も
の
・
バ
ー
コ
ー
ド

が
印
字
さ
れ
て
い
な
い
も
の
・
金
額
を
訂
正
し
た
も
の
や
延
滞
金
欄
な
ど
に
金
額
を
加
筆
し
た
も
の
・

傷
や
汚
れ
に
よ
り
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
も
の
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い
ん
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市
政
に
ゅ
う
す

ひ
と 

ま
ち

小
江
戸
川
越
み
ど
こ
ろ
90
観
光
コ
ー
ス

観
光
課
L
2
2
4
︲
5
9
4
0
1

　

江
戸
の
情
緒
あ
ふ
れ
る
町
並
み
が
、
多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
て
い
る

川
越
。
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る
た
め
の
観
光
コ
ー
ス
と
し
て
、「
小

江
戸
川
越
み
ど
こ
ろ
90
観
光
コ
ー
ス
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ラ

ム
で
は
、
そ
の
う
ち
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
１
弾
は「
田
園
と
川
の
自
然
満
喫
ル
ー
ト
」。
川
越
の
自
然
や
歴
史

的
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。
移
動
距
離

は
約
32
㎞
、
所
要
時
間
約
2
時
間
40
分
の
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
8

個
所
の
ポ
イ
ン
ト
を
巡
り
ま
す
。
あ
ぐ
れ
っ
し
ゅ
川
越
を
ス
タ
ー
ト
地

点
と
し
て
、
伊
佐
沼
か
ら
不
老

川
を
経
由
、
埼
玉
川
越
総
合
地

方
卸
売
市
場
を
目
指
し
ま
す
。

活
気
の
あ
る
同
市
場
で
は
、
買

物
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で

あ
る
河
越
館
跡
史
跡
公
園
は
、

平
安
時
代
末
か
ら
南
北
朝
時
代

に
か
け
て
権
勢
を
築
き「
川
越
」

の
地
名
に
深
く
関
わ
る
、
河
越

氏
の
館
跡
で
国
指
定
史
跡
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に

も
蔵
造
り
の
町
並
み
の
模
型
が

展
示
さ
れ
て
い
る
市
立
博
物
館

な
ど
見
ど
こ
ろ
が
満
載
で
す
。

　

自
転
車
で
風
を
感
じ
、
川
越

の
自
然
を
満
喫
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

90
コ
ー
ス
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

田園と川の自然満喫ルート

　昨年の総選挙の結果誕生した第2次安倍内閣
では、安倍首相のリーダーシップの下、「アベ
ノミクス」と呼ばれる経済政策を推し進めてい
ます。政府の政策は、地方自治体にも即座に影
響を及ぼすので、首長としては目が離せません。
　私は経済や金融の専門家ではないので、多く
の方の意見やマスコミなどが伝える内容を参考
に判断するしかありません。アベノミクスが、
本来の目的通りの効果を生むか、またどのよう
な結果をもたらすかについては、学者も実務家
も意見が分かれています。経済は、人間の思惑
や気分、感情によって左右される部分があるた
め、何十年も研究を続けている人でも、また、
長年経済界にいて経験を積み重ねた人でも、予
測は極めて難しいもののようです。

　景気を良くするためのオーソドックスな手法
に、公共事業で需要を喚起するという方法があ
ります。安倍政権は、国の平成24年度補正予
算（第1号）で、需要喚起のための補助制度を創
設しました。しかし、申請期間が極めて短期間
に限られ、しかも具体的な計画ができている事
業についてのみ申請できる補助金が多かったた
め、自治体としては、見送らざるを得ない部分
が多かったようです。
　そこで、自治体の首長として次のようなこと
を考えてみました。国が自治体に住民一人当た
り1万円の割合で交付金を出すとします。これ
は、川越市民約35万人として計算すると、総
額は約35億円になります。これを使途に縛り
をかけない交付金として、臨時的に自治体に配
れば、その景気浮揚効果は大きいと思われます。
　各自治体の事情に応じて、喫緊の課題となっ
ている公共事業や市民サービスの委託業務など
に使ってもよいということであれば、自治体は
必ず使います。その結果、全国では1兆2,000
億円以上の臨時的なお金が中小事業者や国民に
出回ることになり、早期に経済効果が出ること
が期待できると思われます。

�景気対策

①伊佐沼
②不老川
③埼玉川越総合地方卸売市場
④安比奈親水公園
⑤河越館跡史跡公園
⑥新河岸川
⑦田谷堰
⑧川越市立博物館・美術館

①

②③

④

⑤

⑥

⑦
⑧

START
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休
日
の
過
ご
し
方

　

休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。家
族
が
そ
ろ
う
休
日
は
、

家
族
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
心
も
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。
子

ど
も
と
一
緒
に
行
動
し
、
親
子
の
感
動
体
験
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

自
然
と
共
に
、
感
動
体
験
を
！

　

近
年
、
自
然
体
験
の
少
な
い
子
ど
も

が
増
え
て
い
ま
す
。
新
し
い
発
見
は
、

感
動
を
生
み
、
好
奇
心
や
探
求
心
な
ど

を
育
て
て
い
き
ま
す
。
休
日
の
ゆ
と
り

あ
る
時
間
を
利
用
し
て
、
身
の
回
り
の

自
然
体
験
を
増
や
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
…

●
ベ
ラ
ン
ダ
や
近
く
の
高
台
な
ど
か
ら

　

朝
日
や
夕
日
を
見
た
り
、
星
空
観
察
を
し
た
り
す
る
。

●
公
園
な
ど
で
植
物
の
観
察
を
行
う
。

●
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
に
出
か
け
る
。

　

机
の
上
で
は
で
き
な
い
学
び
を
！

　

休
日
は
、
学
校
で
学
ぶ
以
外
の
こ
と
を
学

習
で
き
る
日
で
す
。

例
え
ば
…

●�

図
書
館
や
博
物
館
、
美
術
館
な
ど
を
利
用

し
て
物
知
り
に
な
る
。

●�

親
子
で
縄
跳
び
な
ど
を
し
て
、
健
康
な
体

づ�

く
り
を
す
る
。

●
子
ど
も
と
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
一
緒
に
料
理
を
作
る
。

地
域
教
育
支
援
課

L
2
2
4
︲
6
0
8
6

家
庭
教
育
の
ス
ス
メ

い
き
い
き
子
育
て 

親
育
ち 

②

高
齢
者
い
き
が
い
課
L
2
2
4
︲
5
8
0
9

み
ん
な
で
支
え
よ
う
　
大
切
な
人

ト
キ
ノ
家
の
認
知
症
介
護
奮
闘
記
そ
の
２

　

前
回
は
、
ト
キ
ノ
家
の
妻
ヤ
ス
ヨ
さ
ん
の

様
子
に
つ
い
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
ま
し
た
。
翌
日
職
員
が
来
て
…

職��

員「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ス
ズ
キ

で
す
。
市
の
委
託
機
関
の
職
員
と
し
て
、

地
域
の
高
齢
者
の
困
り
ご
と
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
電
話
で
は
最
近
ヤ
ス
ヨ
さ

ん
が
ガ
ス
の
火
を
付
け
っ
放
し
に
す
る
な

ど
、
様
子
が
心
配
と
伺
い
ま
し
た
が
…
」

と
話
し
な
が
ら
、
夫
の
ヒ
ロ
シ
さ
ん
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
渡
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、『
認

知
症
』
と
『
老
化
に
よ
る
物
忘
れ
』
の
違
い

が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

�

認�

知
症
…
も
の
忘
れ
の
自
覚
が
な
く
、
ご
飯

を
食
べ
た
な
ど
体
験
し
た
こ
と
自
体
を
忘

れ
る
。
時
間
や
場
所
、
人
と
の
関
係
も
分

か
ら
な
く
な
り
、
判
断
力
も
低
下
す
る
。

�

老�

化
に
よ
る
も
の
忘
れ
…
も
の
忘
れ
の

自
覚
が
あ
り
、
ご
飯
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
体

験
の
一
部
を
忘
れ
る
。
時
間
や
場
所
、
人

と
の
関
係
な
ど
は
分
か
り
、
判
断
力
の
低

下
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
う
し
た
症
状
で
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
同
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、同
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

パンフレットは高齢者い
きがい課、地域包括支援
センター、出張所・連絡
所で配布しています。

か
わ
ご
え
し
子
ど
も
情
報
誌「
小
江
戸
探
検
隊
」

子
ど
も
た
ち
の
休
日
に
お
け
る
体
験
活
動
を
支
援
す
る
情
報
誌
で
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
を
楽
し
む
休
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

5月26日㈰はごみゼロ運動
　ごみゼロ運動は、道路や公園などの公共の場に散乱してい
るごみや空き缶などを拾い、清潔な環境を保ち、美しいまち
づくりをするための運動です。市民の皆さんのご理解とご協
力をお願いします。なお、ごみゼロ運動の日は、家庭のごみ
や粗大ごみを回収する日ではありません。
●環境美化活動への支援

　ごみゼロ運動の日以外に地域の清掃活動を行う団体に対
し、ごみ袋の支給やごみ挟み・啓発用ベスト・リヤカーの貸

し出しを行っています。また、川越県土整備事務所では、道
路の清掃活動を支援する「彩の国ロードサポート」、河川の清
掃活動を支援する「川の国応援団美化活動団体支援制度」が
あり、ごみ袋の支給などの支援を行っています。詳しくは、
同事務所L243－2020にお尋ねください。
布ぞうり作り
日時…6月9日㈰、午後1時～4時30分　会場…つばさ館　
対象…市内在住　定員…20人（抽選）　経費…300円　持ち
物…幅5～6cm×長さ100㎝の古布100本　申し込み…ハ
ガキに催し名・住所・氏名・ふりがな・電話番号を明記し、
5月25日㈯（必着）までに〒350－0815鯨井782－3つば
さ館

資源循環推進課からのお知らせ
資源循環推進課L239－6267



	 7	 広報川越№1294・2013.5.10

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

　4月6日に北公

民館前の新河岸川

河畔で開催された

「小江戸川越春の

舟遊」。今年は桜

の開花が早く満開

の桜を見上げなが

ら、とはなりませ

んでしたが、散っ

た花びらが水面を

ピンク色に染め、

幻想的な雰囲気をつくり出していました。天候が

心配される中、合計330人が和舟に乗舟し、舟

の上から写真

を撮ったり、

周囲に手を振

ったりしなが

ら、春のひと

ときを楽しん

でいました。

桜舞う中、舟遊を満喫
　小江戸川越春まつりのイベントとして行われた

「およげ鯉のぼくん ！！」。 子どもたちが思い思い

の色を塗った鯉

のぼりが大正浪

漫夢通りの空を

気持ちよさそう

に泳いでいまし

た。中には「日

本を元気に」と

書かれている鯉

のぼりも。

　端午の節句に

男の子の健やか

な成長を願って

飾られる鯉のぼ

り。近くの保育

園から散歩に来

ていた男の子に

将来の夢を聞くと「大きくなったら消防士になり

たい」と笑顔で話してくれました。

鯉のぼりに夢を乗せて

桜舞う中、乗舟を待つ人たち桜舞う中、乗舟を待つ人たち

鯉のぼりきれいだね！鯉のぼりきれいだね！

Ｚひと　まち ふぉとニュース Ｚひと　まち
ご存知ですか？「ゾーン30」

　宮元町・山田地区に「ゾーン

30」と路面に表示されたエリ

アがあります。「ゾーン30」と

は、歩行者や自転車の安全確保

のため、区域内の最高速度を

30㎞ / h に規制する交通安全対

策のことで、平成28年度まで

に市内9地区で整備される予定

です。子どもの帰りを待っていた保護者の方は、

「歩行者への安全意識が高まるといいですね」。

交通事故をなくそう

　4月10日 に 行 わ れ た

「交通事故死ゼロを目指

す日及び自転車安全利用

の日街頭キャンペーン」。

クレアパーク周辺で、川

越市交通安全推進協議会

の加盟団体の皆さんが中

心となって、チラシや反

射バンドなどを配り、交

通安全と安全な自転車利用を呼びかけました。

反射バンドの効果や取
り付け方法などを説明
反射バンドの効果や取
り付け方法などを説明

路面表示路面表示
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博
物
館
に
は
、
収
集
し
た

資
料
を
収
め
て
い
る
収
蔵
庫

が
あ
り
、
3
万
5
0
0
0
件

を
超
え
る
資
料
が
あ
り
ま
す
。

　

資
料
の
収
集
・
保
存
は
博

物
館
の
重
要
な
役
割
の
一
つ

で
す
。
収
蔵
品
の
多
く
は
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
を
受

け
た
貴
重
な
資
料
で
、
古
い

物
で
は
縄
文
時
代
の
石
器
や
土
器
、
新
し
い
物
で
は
昭
和

の
生
活
用
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
収
蔵
庫
は
、
か
つ
て
こ
の

地
域
に
生
き
た
人
々
の
暮
ら
し

を
支
え
た
品
々
が
、
時
空
を
超

え
て
同
居
し
て
い
る
不
思
議
な

空
間
で
、
昔
の
様
子
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
宝
庫
で

す
。

　

年
に
1
回
開
催
さ
れ
る
収
蔵

品
展
で
は
、
こ
れ

ら
の
一
部
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
年
は
7
月

20
日
㈯
～
9
月
8

日
㈰
。詳
し
く
は
、

広
報
川
越
・
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　
114411441144

川
越
時
間
旅
行
　
14

市
立
博
物
館
L
2
2
2
︲
5
3
9
9

収
蔵
庫
は
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

森
の
掲
示
板
が
、
市
民
の
森

第
8
号（
大
袋
）に
で
き
ま

し
た
。
森
の
散
歩
コ
ー
ス
の
距
離

や
所
要
時

間
、
ポ
イ
ン

ト
な
ど
が
書

か
れ
て
い
ま

す
。
草
花
が

芽
吹
く
こ
れ

か
ら
の
季
節
、
ぜ
ひ
散
策
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
森
で
は
、
川
越
市
民
の
森

ク
ラ
ブ
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
き

れ
い
で
と
て
も
気
持
ち
が
良
い
場

所
で
す
。
ベ
ン
チ
も
あ
っ
て
、
散

歩
す
る
に
は
ち
ょ
う
ど
い
い
で
す

ね
」
と
、
近
所
の
人
々
。
市
民
の

森
は
、
み
ん
な
の
憩
い
の
場
に
な

っ
て
い
ま
す
。

この印刷物は、グリーン購入法に適合する紙を使用し、印刷用の紙へ、リサイクルできます。
私的利用の範囲を除き、記事や写真の無断転載を禁止します。

皆さんが見学する展示室の上の階に、
収蔵庫があります

　春の味覚を
代表するタケ
ノコ。「古事
記」に登場し

ていることから、日本では古くから食べられてい
たようです。食用として食べられているのは、主
に孟

もう

宗
そう

竹
ちく

、淡
は

竹
ちく

、真
ま

竹
だけ

などの種類です。
　朝採りしたタケノコ
を伊佐沼農産物直売所
とあぐれっしゅ川越に
出荷している岸

きし

田
だ

貴
き

美
み

子
こ

さん（天沼新田）。多
い時には、100本以
上も収穫するそうで

す。タケノコは鮮度が
重 要。「1本1本 手 掘
りで取ったタケノコ
を、新鮮なうちにおい
しく食べてほしいです
ね」。岸田さんの家で
は、皮をむいたらすぐ
に水からゆで始め、沸
騰する前にぬかを入れ、30分ぐらい煮たら火を
止めて1日そのまま置いているそうです。翌日に
なったら水を入れ替え、冷蔵庫に入れて水を1日
に1～2回取り換えれば、数日持ちます。タケノ
コの先の部分が黄色いと新鮮でおいしいとか。収
穫は5月中旬まで続きます。
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タケノコ

「冷凍保存する場合は、味を付
けてからの方がいいですよ」
と岸田さん

枯れた木を伐採するなどの
手入れも怠りません 森の掲示板森の掲示板

昭和30年代に使われていた
テレビ（右）と、船の動力や田
の用水のくみ上げなどに使わ
れていた焼玉エンジン（下）


